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～新型コロ十ウTfしス感染症 ～
「5額へ向!十ての対応を考える」
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傑

日頃からわかばの支援にご理解、ご協力をいただき

ありがとうございます。

児童発達支援センターわかばは、今年度も引き続き

コミュニケーション支援を大事にしていきます。

他者とコミュニケーションを取るには様々な方法が

あります。例えば、実物、タブレット、絵 。写真、

言葉など。様々な職種が協力して、お子さん一人一

人に合ったコミュニケーション手段を見つけていき

たいと思います。

そして、お子さん自身が相手に伝えられることや受

け耳叉ることの喜びをもってもらえるような支援を職

員一同で目指して参 ります。

センター所長 富岡美帆

4月 27日、旭中央病院の中村医師をお招きし、
「コロナ5類に向けての対応について」お話を伺
いました。
利用者さまへの関わり方の不安はずっと大きかっ
たが、中村先生から貴重な指針を頂きました。
送迎車内 。室内の有効な換気の仕方・健康観察・
有症状者への抗原検査実施と療養期間の考え方
等、具体的で実践しやすい内容でした。先生の
お話をもとに職員間で共有・実践をしていこうと
思います。
江ヶ崎アルファーエ房施設長 伊東純子

■Xと殉驚pぅと,xx
今年も7.3月にかl十て「移動女据従業者 (ザr
イドヘfbパー)歯成研修」を行う予定です。
無資格ても福祉に興味のある有`六獣迎fr
詳細について勝、あお哲ら生活女据セン
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青いました。

令和ti年膚σⅢ婦昴くくし,に、利印者

さすと営にこσⅢl年間をみιI打えとIな

げら、事とい時セ謳どとすした。

何度も練習しました。
“マツケンサンバ "

1年を振り返りながら、笑顔で記念撮影

1年間お疲れ様でした。
どうぞゆつくり召し上がれ
匝瑳市「浜 菊」にて

海上アルファーエ房

手の感触だけが頼りです。
「箱の中身はなんだろな?」

今年は仮装もアリで、利用者さ

ん・職員共にとても充実した行

事でした。

江ヶ崎職員 :太田実智

利用者・職員一緒に

出し物を行うことで

共に笑い合い楽しい

時間を共有出来まし

をと職員   幸
埓4

石田 庸子
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緊張してます。
“はじめの言葉"
大きな声でお願いします。
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地域生活支援室室長
相談支援センター結所長
高木 美枝子

あおぞら三崎施設長
短期入所よつは施設長
増田 直希

希望塾副施設長
中島 純代

今年 3月 末で永年勤めていたロザリ
オを退職し、4月 よりあおぞらでお
世話になっております。
これまでの福祉の経験を活かして、
少しでも皆さまのお役に立てればと
思っております。
どうぞよろしくお願い致します。

4月 よりあおぞら三崎の施設長に就
任いたしました。いままで同様に、
地域とつながりつつ、利用者さんが
楽しく生きがいをもって通える施設
として職員と共に支援を行つていき
ますのでご指導・ご鞭撻の程よろし
くお願い致します。

大きく様変わりし、新しい環境に飛
び込んだ気持ちでいます。
久しぶりに会う利用者さんの成長を
すごく感じ驚きました。それぞれに
得意を見つけて、自信を持って働い
ています。
一般就労に向け頑張る彼らに、カ
となる支援をしていきたいと思いま
す。

お子さんのできていること
を伸ばし、好きな事をみつけ
てあげるお手伝いができるよ
う、そしてわかばに通つて良
かつたと思って頂けるよう経
験を活かして仕事をしたいと
思います。

保育の大学を卒業
し、 4月 から働か
せて頂いておりま
す。
利用者さんが楽し
く安心して過ごせ
るよう、頑張りま
す。よろしくお願
いします。海上アルファーエ房

浅野 萌 (支援員)
児童発達支援センターわかば
小倉 牧子 (保育士)
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江ケ崎アルファーエ房

あおぞら三崎

希望塾
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